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　メコンの姿　~カム族の暮らし　　
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ラオスに暮らす山の民、カム族の人びとは「森は私たちの家」と語る。カムの人びとの生活は、焼畑農業によ
る米や野菜の栽培、森や川での狩猟採集に支えられている。ウドムサイ県チョムレンノイ村のトープばあさんは、
一緒に暮らす孫たちのために、森で摘んできた野草やキノコでおいしいスープを作る。村一番の語り部でもある
トープばあさんの昔話には、森や川が育むさまざまな植物や動物が登場する（24 ページ）。


